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プした薄膜では、光吸収端が380 nmか   =C



































0    2 1    22    2.3    24    2.5    26    27
Energy(eV)
























経てC02と水に分解された。図3より、Ti02/    10
CdS二層膜を用いたときメタノールの分解効
率はTi02単層膜を用いたときの約4倍であ     08
る。また、図4に示されるように、それは窒   。。06
素 ドー プTiONy単層膜を用いた場合の約 2   0
倍であつた。このことから、CdS下地層は可    04
視光を有効に利用していることが明らかにな
った。このことから、二層化により電子―正    02
孔分離がCdS層のために、より容易になった    OЮ
ためと考えている。また、Ti02並びにT10Ny     O
薄膜並びにTi02/CdS二層膜を用いて、人工太









































(4)プロジェクト成果の応用 ・効果 ・構想 (起業計画,市場での応用 ・効果,特許化構想)
養豚のし尿の脱色を目的に、経費ができるだけかからない方法として、自然の太陽光だ
けで、日本バイリーン (株)の光触媒担持プリーツフィルタを用い養豚し尿の脱色につい
ての基礎実験を行なっており、ほば、脱色は可能になつたが、現在、し尿の環境ホルモンの分
解に関する研究を行つておりその結論が出れば、起業の可育旨性は高く1年後の実用化を目途に
しております。起業する予定者は現在、数社あり、富山県の企業も加わっておりますが、かな
り大掛かりな製品開発であり、中央の企業が主体になると考えております。
本研究の成果は水処理技術全般にわたり大きな貢献をする。さらに、将来農業、製造業
からサービス業までのあらゆる産業、医学の発展に寄与することは自明の理である。大面
積 高分子フイルム上への薄膜技術化が確立できれば河川等の汚水処理も可能になり社会
への波及効果は大きい。約 100万円程度の小型処理装置が完成すれば、下水処理場、家
畜し尿処理場などでは、必ず使用される。さらに日本でも、輸入食糧の危険性が指摘され
ており、国内での自給自足を促進しようとするムー ドが高まってきており、農業や家産業
が見直され、今後市場が大きく伸びると考えられる。さらに、安価で高効率な装置が開発
できれば、インフラが完備 していないアジアの諸国も大きな市場と成 り得る。
(5)利用施設
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